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汗をかく季節です。皮膚トラブルの予防のために、たくさん汗をかいた時は、石

鹸なしでぬるめのシャワーを浴びたり、こまめに着替えたりしましょう。

また、猛暑が続いています。昼間のこまめな水分補給とともに、しっかりと栄養

を摂り、夜はぐっすり眠って体力を回復できるよう、扇風機やクーラーを上手に使

いましょう。

大人が蚊に刺されるとすぐに腫れ、じきにおさまります。ところが、小さな子どもは、

刺されてしばらく経ってから、びっくりするほど大きく腫れて水ぶくれができる事もあ

ります。かき壊さないよう、早めに手当てをしましょう。

❶刺されたところを水で洗い
流します。

➋かゆみ止めを塗った

り、濡らしたタオルや

ハンカチで包んだ保冷

剤などを当てたりして、

かゆみを和らげます。

汗を分泌するところに、汗やほこりなどが詰まって炎症が起こった状態です。汗を

かきやすい部位に赤い小さなポツポツがたくさんできてかゆくなります。

シャワーなどで汗をよく洗い

流します。外出先などでは、汗

の成分が皮膚に残らないよう、

濡らしたタオルで汗を拭きとり

ましょう。

汗をよく吸い取る綿の肌着や

シャツを着せましょう

皮膚をかきむしって傷ができたとこ

ろに、細菌が感染して、ジクジクした

湿しん（とびひ）ができます。とびひ

は感染力が強いうえに、ひどくかゆい

ため、かいた手で体の他の部分を触る

と、そこにも湿しんが広がります。

シャワーを浴び、皮膚の清潔を保ちます。かき壊

して広がる、周りに感染するのを防ぐために、ガー

ゼなどで保護することがあります。
抗菌薬の塗り薬を使います。よくなら

ないときは、抗菌薬の内服をします。


